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防度徐虫菊有油乳剤dァカイエ カ蛸に封する殺 虫効果に軌 ､て亘 .-殺卑剤や生物試射 こ関する由

究 弟撃 .長 洋二サ 五 (車 如 毒 見lyf癖 ･･W革中 空 轡 桓 除嵐頑 準 盤朗)
巴･I･4..l受仲-､
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r 鳩 .･言

/ さきに.Il一;弱く193･1,.19LO5a･b･0,1938,19.19)rけPro-

/-ー rbhl･(･･Lt.I･.Iこよる軸足致死制 帽 (D-1V曲線)1攻撃塊の

殉んど完全に近い計許方法を統計理論の上に木成して,

＼jlJf界に大いなる黙読を捜したが,光年大洋 ･長揮(19･17)
はこれを遊髄に3'i2虫用の効力の衣宗法に関するひとつの

さて米むi･rl,完--1した｡即ち,回蹄方位式の特性を示すふたっ∫
の Par- .etcrlI及びqを結合した)工+kqむ用いて軸

IylLW')k-jC有効致死最,絶対if効度,布効jL･立,有効'E鵬

仰 ぐ市と与た｡而して本鰍 ま.g)'控訴放射石油乳叫の持つ
殻虫生理機限吾関する考矧 羊はllILず｣も?ばらその出

物試験法とiJA効淀の衣,=1'1-班に就いて翰対し,乳糊の相対

,.的な航(Ltlfを論じたもめであるO

~ 本文に入るに先立ち,継始WB篤なる御伽.Qと別伝｣力/ _

,Lをあたえ､られた京駄犬･-Elf-1農学部武5'･三確 投,内田伐郎/I

, 教授'理嬰部大洋麿琴fAFt･士,-化解析兜町大野稔畑土細め
し

凄 ,有勇がH滋濃比等をrjif適し,有離 iT鼓,有効-空偏差に_

きろ-'*級の閃.Fiiにもふれ その内3次のものを常用に速 二一
んJiのが大れである｡而し1{これは既に大智 (1918)**',

~ -'大極 ･長揮て19118),長揮(1919)等に伐って粍際にも適

川 されてjf効'Eの.Q校がなされているDL

1018隼EZ''yt:省は防塩拾虫菊石油乳剤数瞳の生物試験.ーヽ

玲･′立をアカイェカの鰍 こ拭い7:行ったが,今回夫れ唾のI

J結果を一羊の1,.1射 こ去§いて吟味併 寸し,併せて;lE老あ行つ

キヽ生物試色好方状が本邦に於ける此?睦乳剤の潮定的な標■ヽ

準.-H験法をサろの可否に就いても論じ,諸兜の御批判を

*･日本特殊農産杓臨曾除息菊製品検査新生柑試扱部軒
-＼-3,先業緯 6

㌦ 叫但 し,x2試験ゐ結果に放ると,本論文に於ける算段
伯 とそe2回蹄線 とは油日l洪蒐e)範淘を配して18り.
此場}1次雄漠の依軌 王宮然棄却 L;なくてはならな

い｡敢て此の方法を適用_してなされた之が有幼FEの
比較辞定も又その1葬廼浜の計辞過程を誤っている
ため泉の結論が述べられていないO

-

武村研究基_の各li'I:,前日本特殊戯巻物鳩&除虫菊判品槍

韮祈判 ;I-.省三Wr良,仕田虫胡技師漉びに披島信子,汝英
千純子のil雌 に探kL-:の謝窓を衣する-=kAP,であを｡相木研
究は,文部省科挙研究班の-う批こよ-つて行ったもqであ

ヽ
る｡此.rRに記して感謝の意を試したい,ヽ

N-防疫隆義菊石油乳刑
ここに逃べる防疫釈虫菊石油乳相とは,19･lG隼辿.合耶
寂高司令部が,本抑 こ於ける防疫対策のかとつとして,
悔敷性疾病媒介尾虫の敬生複筋並びに楓釈Lf目的に,､そ

の磁A-k軸 1表の如く鹿 し.,､呼草省を通じて本邦の主

-第 7表 '防疫爺出萄石油乳剤の規格bq7J-
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なる除虫葡矧畑 地か社に4,lj:こ即池を命じ1三ものであっ
て,19･1畔 凪 こは9締出;,19･17年比にはt･.1社が.,19･!8年

掛 こ於ては1･lnltがこの判準こあたり,劉晶は全称こ配布

･きれて蛎淀のylを取ヂて充たとこ̀ろのものである;これ

-がためRl.''むに関する謂帰の連絡簡徒にFJJ.船 虫;Arj乳榔U,

.防&が五たり,劉品ゐ検査 土日禾特殊豊車桝銘打除虫刊

痴 藤並FWPf行い.･,旺際上の接触 きびに指j-L'は糾 湖
沼轍の衛生課が寛施して来た,細別に各社の技術El:)亡の

iiliヨ
他を.以って防疫歳出菊乳『妓術委員骨が維約され,その

･技術局の研究だあたつモいた｡

ソ D 斉 田 材 料 ~

(i)供試乱刊 本焚験に血 ､た防疫釈虫菊石油乳洞

は191昨 祝屯の娼方にしたが?て各社が封出した製岳の

的場宜(=避1,だL･佃 で,今班記上 如̂ -･･･Nの文字をあ

･たえてこれを代表せLめて串く姉とする〇 ､

くD) 標準乱麻 標粥 川 としそは･EB･晩発所に於て住
田史朗技師により調如 ねたものを用いt:A,考の虞巧は

一約2表の如く7:･_,化堺分frr'の結果は,10Oco.中ビJトリ

1)y.I';76･69"g,t='vh,1)I.n=103･27-llgt,t='t,ト
1)1/I+q-18･l･86･ng'油分70% で串tDT=っ即 時L刑Iヽ

に封しては今等なる文学をあたネそおくこととする｡

~-:二第2表 脚 El防姥爺虫萄石油乳剤のLit1万 _

婦 - 料 ＼∴ト臥 放

(q)供試戊虫 培験に用いたアカイエカC'ule∬pi-

2'ienStJt叩 ｡l"JS t'Jr･p哩 nsC'O脚 Lu,･'rr1898(萄和
名アカマ〆ラカ)の虫削ま,1918年夏,吊車卿古内や排水帝

に於てを?幼虫を採築,寓 除宝に才細 って噺 らせしめ長
ものである〇幼虫の珠美:こ杜一片 10cmの三何形の布を
I
･T{つた朋を点って軌 ､上げたが,後,之を拭鎗執 こ於で

水道水を8分日迄入れた底毘 15Cln,況さ3clllの大U.

シャーレに約300LTC宛こ分けて入れ,虫土脚こ放況して嫡

化せしめた｡訳験に用いた桐は取扱開伽恥㌦与糊以内にl
矧 ヒした節の,什艇の揃うた他仝なものである,而して
牝の1祁抑似内に姉化した同体を採収した級は祭雅之を

願黙し,絶えず新たに採射して来たも(I)のFklTi一段三卦こ於

/て11両耶似内に鮒 ヒしたもののみを用いる絡む帆 ナた,

fJ.J堆純の馬別は之を行なわなかったC.
:北風こてカイエカ別 宅.tJ:成虫として川いる仰の利先を

あげるならば次の如き訴判を記す群が出来よう･｡即ち

■■
′ ､ヽ
●

t /

l-_

1J9 班

LやJ コヽ

Q)I1'LT:を通じてその取出併称を;長いO

① 普通の汚水中に至る所挿めて多数態生し,いつrn1-

時でも之を採韻するtfl-･がEti来る｡

(敦 取除宴内での飼育が容易である (長揮 1947)〇
@ '1iH:rt･.を絶唱する~日数が短如日でおZJo
⑤.111'放射 勺で咋小飼育が可能であるO-I
f,J.1,節渚が鯛を供試虫頓として選んだ理由は=Rわ如く.

であるoulJち:

① 斑除数 こ於て卵かち飼育した個体群であれば,略

Jfp･む様な節湖の幼虫を寅森に供す早番は可能である遠;
野外採集のものではその老若を揃える寮は比較的田難で

あるO垂の劫取去珠旦那那軸路 らかt=めその卿 ヒ時間を.

.決めておいて卜そb時間内Iと蝋となったものめ左を用い一■ ､

るならば,容易にその日的な適し得るO離し乍ら,柄と

なってから卿 抑旧のものが牝物試験■こ一部旭'tt3'であ7P

かは奉だ不明で,商化縁の吋Hは紫矧こ封する押紙性と

の開脚こ就いては群衆之を氾允してその適期も決慰する

必嬰がある｡

① 次軌こ於て述べる校に,l'fE演はそのul;･i･亡児山の生

死の判別を軒から成虫の羽化.してJI幅 か御 ,に於って行

ったが,此の･jJ･状に伐るならはil三死の識別は別に熟練をノ･ヽヽ
jlliする肝亡はないo f.r･T,.羽化に光らぬ机に31三妃の状態>
を調べる必'rikTの.ある岬も,;,I,I.'･細雨は静止状態ではそのコ竣
部を珊軸部の下方に珂ITHLている?にLiL'r雄花と同13-:

に殆んど総ての個体がその31脚 を伸展テる拙冗なずけ る

故,之に依ってその判別を1ij坤 は充分可能で,幼虫よ

りも級別が容易である｡

③ ∵敗の鰍 蛸 通幼虫よIJもftTii熱こ封する抵抗性が蝿 ･

く,周 扱的にitl･られた蛸の有効致死卿 引よそ0_幼虫に封

_して充分なる壷死をもたらしm･ろ安全な準星-C.もって,.

篤襟的な贋伯を共成に求める卦が出来るO

④ 蛸は食物を括らないから,食物と同時にその招相 ､

を新化管内に摂収L,消化中将洞としての伽きをボナ番′
なく,接減刑としての_'･'17_;一的なn･:JH脚荷を諭する叫が可

-憶である,尤もCT.軌こは[滴 ･jlr隅 から斑分方;は亨榊 が ､

流入して作川する21.-は-itfめない｡

I ⑤ Gf.I,伽 ;見物を机らない淋 3:,幼虫の療合に於て

･屡々見られる凱馳 こよる殆花を全然考劇こ入れる必要が

-ない｡ ､

IV 賢一韓 方 法 J

防瑞捻出･gg･即 lflTL咽の様なもめに於ては,多 くの場合
把際的な位肺こあたって殺虫に要す号時甲はいわば第ヨー､

捌 勺?閃&･{･･柑常長時間を要しても,絹 的の鮎 を完 1,i
全に罪し得る碍剤の巌低率量を知る寮が肝要であるO即

ち,集塵致死率ゐ解除が先づ追究さるべきで,評者も乏

し 13 ･
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を目的に次の抜な斑鮫を行った｡

一 ′ ､ ､紅柁9叫 深さ5C1､1品y'ヤー咋 ナ五イェカ毎廟を

10個体抑 J,之だ水道水を1｡001-cc迄みたす｡別に水道水

･ を以って日的わ2把の南濃弧こ掃除した乳剤の溶硬声･ヽヽ

-100ccyjtU入超 激こ放置レ⊂PLJの生死を記雄した｡僧 験に

肘 )あげた孔和の稀酎占･率特別敗的間隔を;以ってした'/
.ooo,･100,800,一1GO0.1軍00倍のr･櫨で1稀障.Wli掛こ就い＼ ー
てtO臥 即ち1乳矧 こつい七･-,0回の斑験を繰り返し,部

f_TTJOO睦に掛 ､てその結果を猫 l･した,骨,'オオ化中途で
雄花しているものは,その胸部迄現していろもの準考羽

､･ - 化 したものJと見倣し軍 師Lk 棚 如 19llSIF･7月16
日よl)_8月(,日迄の町に行ったもので,ヽ泣出は放高 LliT

L

. 第3読 谷乳剤の稀経度Vと殺虫率p(%)r-との関係

1..,eOOOl_4000.ー巨SOOOi1.0･OPO

ooo,t＼叡低 空7.500,･平均 26.(,ooで,シー11-レ中の水/ -1J
粒は平均 25.000であ?た｡.

＼◆ ' / 事V 琴 田 治 虫
前記性験方掛こ伏′T)得られた各乳剤の稀躍起と殺虫率

Lとの3月旅を,. b̂bolt.の式に依り肺 liを加えて (無塵理

粧供.Jit山助500匹,兜柁虫敬lr,班,生Ef虫率97.0,形)袈

77;すると的.ri誌壬の如くであるC,

･''ii･1.･:Rの出払!!4:米の正確な比較告辞易串らしむろため
'に,lHi朋(19･W,191151,19.18)に依って説かオtメ二Probitl
i/il'il:/二に依る紫Li致死執u敵 .CI)･M鵬齢 1次壁換の卸 3.
1/L･施 してBJ,の輔 肪 程式 r=叶b(･Y'-i)及びそれに

l_

第4表/B7i.hqの 1,rLlbittl1W･.に依る雑鼠一致呼 声

の数値を求めやと約4･-Rの如くでみる｡之

等の杓G'lh I及びIj乳鰍まx2_試駿の紙刀工よtJ此の
- 衣に見らfLる如くふたつ0,回裾線取手分けてその-JJ-u式

を淡あるのが安渚である吉井を知?たが,寒鮒こ於て比較

一に用いLIi回折線はその2の]J'であるO之に依れば x2拭
旗のi'J･のrLt引去何れも0.1以上で,観以MLliと回@･.lti紋は抽出iI-

(D･M)1ui陳1適 政の操作を施 して求めた各乳剤の二
凹釦JJ'fi!式とそれに的Li3'tltする _0,-3の敗は

乳坤'.･･.it虫助1- r-I,;･トb(.Y司
a.J.r>oO
<

Fq
o1

G
･リ
弧.
a
t
p

G

は

II
i
.
ノJ

冗

rIOO

i-JOJ
･10け●′/,

SOCI

.A--Oi)

.r1.ll･)

.:300
㍍0()

.r)0J

.r.OJ

¥II.7･l･3.･r,ト!).7176(X二0.8787)
Y=;I).01.-'llJ十r'.8-3n8(Ⅹ-1.1191)_
Y-･1.pr'9･1十3.9913(Ⅹ-0.9･171 ) :

Y=･1.3C･】3+1.88lr.(Ⅹ'-1.6708)

Y=･1･0日3十7･3928LCX.-1･397t･-･) -メ～A

,¥-､H LlStj+3･･r･220(Ⅹ-.o･o'12L-･)
¥=･1.3207十巴.27fTJl(エーQ.8708)､_

.Y-5L･!･18汁 LR;.0011'0(Ⅹ-1.21G7)-
Ly-･1.0.q3cT+･1..I-,178(X-1.2:.99)

Y′-･1.(jolt+3.､l畠oD(X-1.1231)
:ご6コ
Y=.-'.1nG7+3.1917(X-0.e･l･1･I)-

冨oortiL==tI-::;.?…81霊 .'39･:773≡Xx二ご霊 96;-

;-:,--:i- ニーl

YI-･1-,･311由 十〇･T81P3.(Ⅹ-0･9212)I

Y-･7･･2.-･TB･1-t7･･19･19(X-0183Q7)

7-･1.3887+1二･独ln(ぎー0.由3rT')ヽ

¥=1.r,.517_o+.lJ509(Ⅹ-1.17GO)

¥=.r,..O.i:i-)･1+2.29TG(Ⅹ-0.9Sr'1)

Y〒5･053L+Li･1517(Ⅹ十l･OC21･')～

登曹鉛白禦桓掛のYaTiiLnPC:･rt卿のY.ariAnCC

ヰ則 7x2試験の J:p-_の供を示してないのは2座標を結んでその'回蹄方程式を求めたものでちろ｡
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FJj~血 相 ,堺 ･節 12-紙

訳差の1-aiE'til(-)Jに於て一致 していると見放してエ支えなく

'Dr放材料及び-JJ-uJt:･に柑百姓すべきものであったと一虹y)A=･'

.れるっ

lT 考 ′ 繭 I
(I) 吐物.J-ti扱法に拭いて 生物.試験の妓術は多t.ft多'へ
梢の怖作に,thl.rjEせられているものであるから,胡応に介

入して光る訳芸を放少眼に止めて,可及的WUiすべき紙

nl･を1Jt,I.ろたF,Lこif 材料域 掛 操作等の滴むを先づ称1

,に考藩してかからな桝 いどならなrto'出来侍る限り等しE!l
い旗抗性の分布様式をもった供試昆虫が,旦恰たやす く

い?何時でも豊富に得られ,且つそれらは頓軌 ,が辞易′■

で生死の判別も平易 く川来る粥が供試材料に関しては⊥

-Fr･に安求され名水である｡次に坊間は的EP.でき削乍も群易
且つ抵耽なる湘 :,生物米粉の姐く-特長多義の牲験を

･行い箪n托求めなければなちないもの.に於て杓に必蟹で

あるっこのAJ沼 の約47_である軌 よ勢い繰作を辞易ならし

･むる姉と匿って来ろ,孝等の部giを考え合せる岬,yt渚

の記した.7カイよヵの蛸と,櫨だ9●cnl,深さtR.ctllのy

ヤーレを用いtqC斑験を行い;.その羽化のす舵 に伏らて三ヒ
死の判別Li,行う試験方鉄は割合に之を満足しているもの

と思考され,且つ前日'.J'に於ても述べた終に,拭駿紙矧こノ■
封するx2試験のf.Ii兜も批LiI誤差の範関内にあって,liliチL;

に依って説かれた ProLitjP_佃こ依る郊見放柁卒曲棟1

次奨晩の恨説にも一致し,控除材料及び方法兆に揃足す

べきものであると見放して差支えない椛である｡之等の

か蟹より筆者はIJEの酔fL朗の_/t物試蛤方状として本法が

充分なる志茂を和+.るjJ･'･/1'遜%'声邦に於ける呼息的なI
疫呼蔓試験方淡として之を脚.f汁 るに古でないO∫

(u) 粍験結矧こ就いて
∫

.(0 相対有効一度 さきに大将･長滞 (19･17)は回銅方
粒式よTJ得られたM及び4'(よいづれもjP.硯では準例の特

性をヨそし悶ない軒を冨い'-その和の形t.=於てFnL､る郷が
馴 ･',･であると論じた=溺卸 に恥 ({挿 噛 を行った結果

は的･持 主の如くで･その歎隅は掲げなかったカ芋'Pqの値

は紙･7:O･.Ol以TJ1-31-4(意な坊を示している故,o･を考掛こ

第5表 6.に関するXe試験 入れて有効碇を求め

のrEl'i(n…=1)

rJ.89_0.i:7

50.9_01:1.ll

3.8(.l.ri:I

Iln.fi7rJI

10.49L,1::i･

_0.I7.1'n1_rI
38.LT:jCrm-rI

､39.70.-だ0

I-6.081･L7
4ri.417.r'.･IJ

3C.L171ir'Of7･

31..rj81(I.1

.TH.三日.rlrlt3
0.910暮1

なくてほならなしtlIr6-

もうなづける｡とう

した見地ま I),認之虫

刑の有する特性に関

する梢t,Tfi.して収抗

性Cq脚1(-･桐占 qi果せ

､■ 地階申1/UとtIrせて

~ たa'有効致死凱指数

M,十ko･-I)k及びそ

の迎封数であるk次

和効致死量log-J(M

+kq)=dkなる的JLL,

淡め;その内 k-3

にT･Fナるもの,即ち

.取払牢P.1=0.99g6lI)

を正す鞘LLrqlを常用に

逓ぶ3'･としたのであるが, 矧こk次和効致柁血の逆数
1/Llk=log-1(-Li十kq)=ck をka･細別IJlyu7_虹と呼ん
で!叉そのLLJ'効檻をゴミ'-F.･LitJl･るひとつの榊 TiEとしたっ之
は脚 tJF.をもとに反して】liるならばその払tEkI)(イJ-効fdJ押比

となるものであさO今回一Jr:･二割-I,dヒのlJllRIに兆いて0次及
びb次の蜘他 流yL,て比た,そのN.･1!は;･Ji的三に77{㌻通
りであるO川Jt,O次に於て比られる竹劫比の.lrLlil.'Il.(よ,令
乳剤の持つ難効の脚11湘;,1'zo･,JIL)ら71･Lt!Rt削り/･,の川
iitから,.1次川ら'Jl効放妃の.T,I.(,こ立っては非常に光った

もの'となっているof,l･3附 し洞Sは0次致死有効度はひく

いが,/紡政の棚 商卒を和 してよ',-･穀裁卒を高めるた
･めに葉星を増加する割合が比較的少くてすみ,l訳城後

はいづれの他の供試乳剤より有効な位置を試し七しこるO

光年,防疫統扱菊?1細 媒 軌こ於て数行_ciれ吋出川.-di-

第6表 争乱刑の絶封有効雀に用かTlる謂Flの軍鋸lt

→■ー

L 抵抗性の班叩欄題 ro'

芯地砥部 ､1/d '

o次(小火 致ヽ死朝造指救D｡=M
_..紙 (和劫政経明記指敢T)訪≠ユ【+･u

､o糾 地 元聖 借 款 D二%

3次(和動 放柁甲与良(LTb9肝)tl=ltj10g-1tJ=l,.,:
oj'('1-か 細抑 劫当漕 腎 2 1｡;

称 欄 '鮒 棚 響 票腎 21-.,

l Jl 1 0 l､ J) l ll; J､･土､

90■-8elL.?〟(.:J=7.._-(-).AI.~~

0
.
135t7
10.283

.7霊 ト ;.I:;…芸.喜':

二 :I:~: 言 ∴ ~≡

0.6I)10L .0..I:)3

;;39:二;,I,ll:;;:.I::

∴15
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l'~･

M I N･n
二
飢

ei
t1.
1
.
0
.
0

l' u-

1.00671 0.5281

0C701,0

0
.38S67l_
0

:I:器38:37:.Il;rj諾 .'98こ:re7;sD三.'seSl

､‥UL-ハU1♪Ul-■】3
0

一ヽ■■
0

一丁■■
0 享II-二…~.

0.1625

.6.1Ji47

1.0535

1･5110
0.1131

LO.1413卜 0.3475

oi.?:;封 4;.?;'.'-;:':I芸7ti:77.:-二

押 掛こ依ると'蚊幼鍬 こ封する有効濃淀は10:000倍液や

12時.7服 100%死滅･.tF･0･.000把ではつ･I時間後100%死滅と

-記さ■れ七いる｡この助敵がLや なる種類のも-Oであ､るか

今は'l:Wj掛 哩 と評者がアカイエカ矧 こ融いて行った本
/ ー＼

拭削 拙 よ.()すれば'-有効 致 死 即ち99･87% の 致死を得
る揃搾･.,[･i率は敬良質のS乳熱 さ巌 6109lH･,-執 こ効ガ
の少いさⅠ乳触こ於ては108倍であっ_て,10-.000lti'･稀経でl
は戒は幼蝕む100%托 し得るかもしれないが,師道死滅

:せしむる射 よ不祁 巳であると冨わざ声部昏ないO故に完/I

全殻･&の目的を逮するた桝こほLO.03唯柿降は危険倍率
で,6'･J以上-･0.OLD)lfでは本革放''F-,lk果よ[)'jLれば恐らく不可

能であろう･と.馴 っれる｡尤 も之は｣技に染液が水制こnr

放しておろ切合の-lf,であって,出際的に野外に於て他用
する甥缶は雌 泊々惇如 ;脚 .mLi]上略摘妃懸解 して_いろ場

合が多く,比の即甘tiJr勺に蚊の幼地乃至は桐が児減する

･であろう和は充',Iうな?'ける粥でi移 る｡′

① ･州対すf効JE 節に等しい抵抗性の分布L'f式-{1･77<

す繭 の馴鹿 ･藤 こ供する墾 焼串畔 も 供欄I
糊それのみの盟験結果より絶対有効避琉 T.･起する蛸 よ･gi

際上.出来ない坊であ早さそのためひとつの対照繁用をも
うけて,､之に依って得られたその個体群の抵抗性を憤準

きし,之に封する供米勢舶 師 の相対鹿よP,,糊劇 寸I
にその有効蛇を計井する方故を耽らなければならない._

･此の見解よr)L,-大将 ･追喝 (19･17)は次の碓な三つ?式

:-IT :-tI-"-_-i--:-≡--:書'-三 二 三 ‥三 ;-:--二1.:II--:--:
効進偏差 Ak-瓦k-,混k三.(rl-M)+k(qL,q)とlorle k′･
汲びにk次fFliy'td'濃淡〔Ⅹ〕.-cekが大れで'◆'そのTJち3ヽ I
=次の1ものを常用とする部とした{今此の捉矧 こ必いゼo

卑近びに3=次の数的を計井したのが_･AJu 衣でGIる｡筋.8

.求に於ても見られる如く,生物軌的方法に絞って求めたこ

t='･L,トt)y川濁沈碇は1次以上の瓢に於てはし!づれの供)

･試乳剤も牒準乳欄より嘩い鋸 江を,=Jミし'その敗仙主脚ヂI
ないが,化嬰分析に依るL:A.I,ト■1)yLiとはかな f)の:3fJき

を示しているO之よ()すれば化壌分析に依るt=.レ1.'1)I

'故は必ずしもその乳判に含有されている有効成分の1jiIL･.-i

'でl羊ないとも旨い得られるo
･③ 有効進に雇も等級 別 嘩 刊に芦ttL.七通説な尺虻

第7表 轄搾 乳軌 こ対する各供訣乳剤の川封有数幻こ関する詣現の放Tlh'

G巨 D Ill L↑甘 卜Q
0-:A:(小火),Bfa･/ E｡二三d'./J｡
3;A (イfB;)沓Hti. E3≠d-3/d3
和効丑鰯芸 ･,ム3=加g-183
o衣t:中火)I:'レト1)ン肝iS･淡艦

〔P〕o=¢eo

3次 有̀効)C'Vトリr閣 翳e,3

0.慧 ト :芸 9.

110.g69(-)Ⅰ 66.S981l~111.1672

29･1931-i30･0556
E LIIIl､7(1､L--

■
′/■

笠 芸 三:Il諾:

1.40Glllo.53T,9ト 1.1498 0.7103
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のも之がためである｡
ヽ

此永 笑にTIlITJ即 ,ほ,馴 gに封しては必刊蛸妃出癖ぺ
験がL71はれる必晋がある.何故ならば有効城分の化塀的 .

Tii凪のみに伐って妨足 りるの離 忽て同itfF(の朔榔こ限られ

ていろからで軍)右占再訂述各節乳卿 こ見られろ如き化卿 勺 ●

4'ifp庁に伐ちてi再三だ明らかに冬の有効蛇を刑虚し11.･7.ない-'

ものにF'11しては,生物試験法に依る冊 '･.E的な有効疫の比 ~l･ I

較コ●櫛 を行って･.その斑倍を求めて行かなければならな_I

いO牲際的にも生物試験のもり果'こ,より大きな意兼をも 一㌔､.
たせる様にしなければ本来の目的である完全なる凝塊剤

aJ得る寮は恐らく.国雄でおろうO

そ_=でとうLLJ:設払刑の生物試験を行うに留って第- 1I
に粒子flf･する卿.qlr.iよ.1塊 に述べた/脚こ常に等しい抵抗性の
分布株式を示す児舶 個体群亨試験に供する卦つul釆な ､Iヽ
いきJf.である,腿照なる捌 .!.の施された肝 F…1R艶床什由も､

とに於て飼育された托銀であっても,同じ窮軌こ附して
かな1)わ抵抗性の川迎をjT(し,拭際 L.その絶勤有効箆を

∵を以ってあらかじb'LJ等級をきめておき,いくつかの眺試一

難欄をそれに大別Lで)i,-1-(ナrp叫は軸利であるO-大将･1長
押(1刑71は此の-iJ三として1J'効進朋茄･及び11-効訪且を似
てするを仁,ts到,El77.･したが,今田そPl1IJ'#にしたがって^

よt)NまでのLIL..･試鞘用を大別して見る軒とする｡△JIEJち

イJ.劫iWlは をぷ酢にして考える場合のn蝿の尺比は△n

=土Ilhなる形を取るが,bは標叩敵 側の回抑方柁式か:

ら計笠した△(o)の如 い 方淡に関する仙川訳差のJ'fB閏 ･･一■
に依づて決めるのが合塵的セあるO然もに本試奴に於けl-

る標準乳刑の固昂方程式は前にも記した様に,そのこ座 ∴

標を結んで求めていもたあ,その回原紙の誤差の範岡は /

b次3如 与に0に等しく今即 坤L刑のそれを基恥こし七

△n-t･lh占式毎 机 敏級を決か る部岬 可能で寿･_

るoIAL'でy.増 は牝の式を 用い各-ための手段として之等

防粗放払gu'石肌乳用の有する固原綿の訳畠の範閏は各乳--I
/

刑兆大凡等しいものと見倣し,bが淡め門られる供試乳

刑金珊こついて之を3JtLu,その平均値を以って之にかえ

る恥とした｡即ち0次に於てはb｡亡6.11118,3次に放て

はI,nt=0.3･-,.ioである9比の望郷はlわ てIJ輔 弼例を大 ′
別し･]=枇竹上fls8劫と77;ナ漣f)-uL,ろ｡nの耶個Lfi:･1と -

おいたもので,A級加 古/Lt,;押i乳用と畔枇 ものでも7J

A?ltを元すO /

mEJ.JJiする群は全く不可能でき)ち"->_がため必然的に-ljE
の対照架州を調盤し'､之に仇ってit..1られた個帖群の示す

抵抗性を伊 鞍として'之にタすする供訊享yi佃の効力の相対

IIL'tより間接的:こそのJf効蛇を計3'.r/T17JJJ秋 を沸するの他
'H o ＼ / ･ない｡Pcct･GrLl,1y.}t蛾!.f.一仙こ於けちFortl(10.～.7)の補
第8表 れ'効鯛 壬に絞る供試乳剤の等級分ブ訳 J 正もそのきてみのひとつであ り,父･̂･将･-1細 (tDT7)に

,た有効昏昆'和勧進桐弟'1Jl効.Lrr'i:･'''iT{t7Eに堆る如,1JJ-抗
も,ク朝勺に同一系統t:=掛㌻粥川 ',)'Jfならず,(...1ri,,1月の

萌軌こ封すかヒ校にも通用し4L,.ろよr)研Li､訓諭でJi,･l
′る｡理御 撰 G.蛙の上に立ち,且つ獲際上の繁淡をも捕足

せしめうZ,様な効力の炎,-J舐 が共血 こ適用されて正しい

-.､刑甥が行われなければならか ､が,卿 ､る刑',Siをなすた

-I-桓 前掛細 とlしては,澗密なる生物試験成額卑用意す
る率如 ミある｡而Llて之が作製のためには目刺 ろ限り
･号の技卿 勺菅田を均一化し･.1･'･tに介入して如 訳TT:む
Jt王少ならしめる綴Ltがけられた出物訳於がL.fわれなけれ

ばならないO妓f舶'LJTiだ'Lq.川ら胡料紙IiYLiY;('J･JIJH水門る
′ ′l

'限 [)均一ならL'めるためには,-1R在のTgf･I'/lI;･訳軸旬を-ケ

凧 こ!1準 て'可及的ill,.;しいP耽 性の分仰;kt式を元で供試

鬼親の個体FT･を用Ll,l同一の試験光跡こ放て,FJ3-の花術

豪 依って同時に試掛 施行fiL･†岬 行わiLtF=標準耗
刑の亘れと比較計算し.その効力を判定する方旗を攻る

のが耗上であるO未だ防疫除轟菊石油乳剤の生物試験に

- 肝 T･ろ公党扶となるづきも′のさえない現S,粒多棒鮮な

附′J･.に脱IB せ ら れ て い る 試 験材料を無想冠'cD/'&I強 桝に

於て各呼蛸 験 が L7わ れ 'た 場合たは恐らく溝足すべき正

､確な声有効琴 の 測 定 を 共 助 = あたえる都ま出来ねであろ

.17

Ⅶ ･防疫臨鼠菊石油孔刑の随喜事盤に.関する'所見

今恨t)に倹充の./=ム引こ各製造工場より娯められた歎韻＼
の防吻釈放菊石油乳用が流1式に掲げた様な虞方に正し

く叩登戸 ,同一尿料を堪って調製された乳剤であった
としても,令錯塩LJllの割出認11･7純 女は.そのエ相の川
).lit,-3uRl'J:#の技紺'1()の:･哩劣等:こ放って決してトトーのも

のでないIn'はq)jらかでも三.Oぜして'L'･.:火なる助正の出,Jl三ノニ ./
がAttA-･:されている木乳刊の如きもの:こその,'f;it托 して総

て同柁のも/oたらしめるImi竹光困雄であf),各工場に
依るRubE昭的にも父馴 勺にもかな■1)異らたものである
取去わめないO化Fi!:JtJの'/ii丘に仏I)t='L,ト1)ソ最と-して

馴 I引しろ虻i'･/U.;そ?乳郷こ合-Elされるt='Vトリ､yの斑′I

仇でないi!,L合も又飢､.雄和 ;肪塩冷塊菊tli/山乳軸のも

つ殴地 理機構について放て考察を行おうとしなかった
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う｡まして試験用標準防疫旅畠菊印由乳軸のな行も亦苫

∫.7日こ吟てな笥れておらなも､現在･鰭分は適箇な機関毎 今

で 相 が1'fつLj=様な試琴が行われ･之を占髄に政削 地▼
肌比施術がたてられるべき解をd･脱窒正規aB-㌻芦ものでも

る〇̀
＼､

一 一ヽ ●l
Ⅷ 嫡 ･要

loll8年防塊放血菊石油乳剤14櫨の生物試駿蛤定をアオ

イエカの軌 こついて行い,ノ之等7)結果を先に大軍 ･-長滞

(10･17)に依ってむ奏された瑚 琴吟旦 つ有効度の表示

方法を適用険討したl｡即ち,招封有効軌 こ関する諸学の

敬;-I.･fiを求め,その有効諏鮮度より防疫糸島菊乳剤協議昏

よf).逝FJ-･された佐用認明智の記載21咽 を批判 したO次に

相対有効進を求めて生物撃的方法に依る有効比の斑鼓の

意義を諭L'た｡史に有効故偏差に依る等級を定めて,供ヽ

縛L殉1･1位をその中に夫や大別し'/h見してその加 古の
識別を容易ならしめた｡屈後に有効成分の化学約定畠とl

併せて'生物EBfl勺の軍法に依る試験をもう酎1そなえI=
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-之等乳剤の娘査事業の必習性を論じ'1充分なち生物試験

が行わ才tるための希望を述べたof払 供試見地としてア
カイエカを恥 ､,そi?使用蝕態として蛸を用いる番の利

1.#車記し>本論に於て行ったft-1物試験方法が哩の砿乳剤′
の背走的な公定試験法とされる抜出起した0
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